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｢ドイツ関税同盟｣(諸田賛 ･松尾展成 ･小笠原茂 ･柳


















































































































































































































































































































































































































80 調査と研究 第14号 (1997.10)
い案であった55)｡同盟規約の規定を前提とする
限り上記の少数派意見の案は行き過ぎであり,
また橋税や通行税を撤廃すれば,交通網の維持
が不可能になるだろうというのが,彼の考え方
であった｡また,関税引き上げに対する予防措
置として,関税率変更について全会一致条項を
盛り込むこと,豊かで消費力のあるバーゼルや
ジュネーブなどの負担を相対的に大きくするこ
となどを主張していた｡
しかし1845年の討議では,15のカントンが抜
本的な改革に反対 し,｢一般に,自由貿易の原
則が尊重されねばならない｣との生彩のない決
議がなされたのみに終わってしまった｡1846年,
55) Huber,A,前掲書,165ページ以下｡Rupli,W,前掲
書,141ページ以下oWartmann,H.,前掲書,440ページ
以下｡
1847年と,グラールスはゴンツェンバッハの案
に沿った関税改革の提案を行ったが,これらの
盟約者団会議の枠内での試みは,いずれも同盟
規約の規定の不十分さによって挫折してしまっ
た｡これによって抜本的改革を求める勢力は,
盟約者団を枠組みとする改革に見切りをつけ,
各カントンの個別の努力による事態の打開を目
指していったのである｡ (次号に続く)
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